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「事業マネジメント担当者向けセミナー」のご案内

川越 雅弘

研修カリキュラム企画・開発／講師
埼玉県立大学大学院／研究開発センター 教授

　介護保険事業計画において、第6期以降、特に求められるように
なっているのが、「地域包括ケア」です。医療・介護・予防・住まい・
生活支援を一体的に提供する体制づくりに当たっては、国の施策動
向を把握するのはもちろん、関係機関や住民と連携・協力しながら、
地域における資源の現状を把握したうえで、各種サービスの体制整
備、在宅医療・介護連携、認知症施策などを推進していく―といっ
た取組が欠かせません。
　今回、こうした実務に当たる市町村の事業マネジメント担当者に
向け、事業マネジメント力の強化を目指すセミナーを開催いたします。
　講師を務めるのは、埼玉県立大学研究開発センター教授の川越
雅弘。全国の市町村・都道府県において、在宅医療・介護連携推
進事業や認知症支援策、生活支援体制整備事業などの事業展開を
支援してきた経験、知見を踏まえた実践的な内容です。

講義と演習で実践的に学ぶ

半日講習（13 : 30～16 : 30）×全10回

Zoomによるオンラインセミナー
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地域包括ケアの深化／国の施策動向

事業マネジメントの
基本的考え方と進め方

介護予防事業に関する
制度改正を振り返る

認知症施策に関する
制度改正を振り返る

在宅医療・介護連携推進事業に関する
制度改正を振り返る

介護保険計画に期待される役割と
その変遷を振り返る

生活支援体制整備に関する
制度改正を振り返る

調査の設計とその活用方法の
基本を学ぶ

地域ケア会議に関する
制度改正を振り返る

第9期計画の対策と
評価方法を共有してみよう！
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事業マネジメント力を
高めよう！

申込み期間

第9期 介護保険事業計画 の
策定に向けて

アーカイブ配信全
10
回

講義については

もご用意いたします。

受講のお申し込みについては、埼玉県立大学 研究開発センターホームページの申し込みフォームにアクセ
スし、必要事項をご登録ください。

●埼玉県立大学 研究開発センター ホームページ

https://www.spu.ac.jp/research/centers/tabid848.html
申込み期間 2022年6月8日（水）～2022年6月20日（月）

＊申込み期間終了後、受講の可否に関わらず、申込みされたすべての市町村にメールでご連絡します。

＊その際に、受講決定となった埼玉県外からお申し込みの市町村へは、埼玉県立大学研究開発センターより
受講費のお支払いについてメールでご案内します（お支払い期限は、7月1日（金）の予定です）。

▶本セミナーに関する問い合わせ先

埼玉県立大学 研究開発センター
TEL: 048-973-4362（平日9:00～16:00まで）　メールアドレス： Research_c@spu.ac.jp

●申込み受付、受講決定、受講費 に関すること

●受講決定後の問い合わせ先（セミナー運営、アーカイブ配信に関すること）
株式会社 東京法規出版 オンラインセミナー事務局（受託事業者）

※欠席のご連絡は、こちらにお願いします。
TEL： 03-5977-0350（平日9:00～17:00まで）　メールアドレス： order@tkhs.co.jp

＊申込みフォームに入力いただいた内容は、本事業の受託事業者（㈱東京法規出版）に提供します。その後、受託事業者から、研修用Zoomア
ドレスや研修資料の送付、アーカイブ配信のご案内などについて、連絡させていただきます。
＊お申し込み時に登録された個人情報は、埼玉県立大学「個人情報保護に関する方針（プライバシーポリシー）」及び㈱東京法規出版「個人情
報保護方針」に基づき、本セミナー及び今後のセミナー改善の目的のためにのみ使用します。

水2022年6月8日 6月20日～

カリキュラム ※個別日程でのお申込みはできません。 ※アーカイブ配信は受講決定となった方が対象となります。
※アーカイブ配信のみの申込みはできません。

月

セミナーお申込み方法

主催： 埼玉県立大学 研究開発センター
 地域包括ケアマネジメント支援部門

後援：埼玉県



市
町
村
の
抱
え
る
課
題
解
決
に
直
結
し
た
カ
リ
キ
ュラ
ム！

講
師
略
歴

川越｠雅弘
埼玉県立大学大学院／
研究開発センター　教授

　介護保険制度の創設準備時期から、医療と介護
政策を研究。地域包括ケアやケアマネジメント、介
護予防、在宅医療・介護連携等の事業に関する専
門家で、国の審議会などのメンバーとしても活躍。
自治体においても介護や地域支援に関する計画の
策定や事業の支援を多数行う。
主な職歴： 
日本医師会総合政策研究機構　主席研究員 
国立社会保障・人口問題研究所　部長　
を経て現在に至る

▶国の施策・自治体支援等に関する主な取組
厚生労働省関連
社会保障審議会「介護報酬改定検証・研究委員会」委員
老健局「在宅医療・介護連携推進事業に係る検討委員会」委員長
R３老健事業「自治体におけるPDCAサイクルの推進に関
する調査研究事業」委員長　ほか
自治体支援関連
島根県、国立市、川越市、草加市、倉敷市　ほか

カリキュラム すべての講座は、13：30開始・16：30終了の予定です。

　第6期介護保険事業計画（2015～2017年度）から、計画の位置づけが「地域包括ケア」に変

更されたことに伴い、国は事業マネジメントを適切に展開するための手引きの作成、支援ツー

ルの開発・提供などを行ってきました。

　しかし、各市町村では「地域課題を把握できていない」「データがうまく活用できてない」「一

連のPDCAサイクルをうまく回せない」など、さまざまな課題が指摘されています。

　こうした状況を踏まえ、事業マネジメント関係者を対象に本講座を開講します。カリキュラムは、

下に挙げる４つのポイントを軸に構成しております。アーカイブ配信という、オンラインならでは

のメリットと併せて、市町村の課題解決に直結したカリキュラムを提供します。
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地域包括ケアの深化／地域共生社会の実現に向けた国の施策動向
事業マネジメント力の強化に向けた国の施策動向
現状把握方法（既存データ／アンケート）を学ぶ
アンケート内容を考えてみよう！（在宅介護実態調査を例に）

事業マネジメントの基本的考え方と進め方
現行の対策から、その目的を再考してみよう!
対策によって何がどうなることを期待したか、考えてみよう!
目的から対策と評価方法を見直してみよう!

介護予防事業に関する制度改正を振り返る
第8期までの対策を振り返ろう！
事業に期待したことを整理しよう！
原因から対策を見直してみよう！
第9期計画に向けた対策と評価方法を整理しよう！

認知症施策に関する制度改正を振り返る
第8期までの対策を振り返ろう！
事業に期待したことを整理しよう！
原因から対策を見直してみよう！
第9期計画に向けた対策と評価方法を整理しよう！

在宅医療・介護連携推進事業に関する制度改正を振り返る
第8期までの対策を振り返ろう！
事業に期待したことを整理しよう！
原因から対策を見直してみよう！
第9期計画に向けた対策と評価方法を整理しよう！

生活支援体制整備に関する制度改正を振り返る
第8期までの対策を振り返ろう！
事業に期待したことを整理しよう！
原因から対策を見直してみよう！
第9期計画に向けた対策と評価方法を整理しよう！

介護保険計画に期待される役割とその変遷を振り返る
見える化システムを使った要介護者の将来推計方法を学ぶ
自市町村の年齢階級別人口の今後の推移を知ろう！
自市町村の性別年齢階級別認定率とその変化を知ろう！
認定率の改善効果を実感しよう！

調査の設計とその活用方法の基本を学ぶ
日常生活圏域ニーズ調査の概要とその活用方法を考える
第9期計画に向けたニーズ調査の独自項目を考えよう！

地域ケア会議に関する制度改正を振り返る
ケアマネジメントの基本的考え方を学ぶ
工程を分解し、課題を具体化してみよう！
原因から対策を考えてみよう！
地域ケア会議の運営方法を学ぶ
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第9期計画の対策と評価方法を共有してみよう！
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•市町村の介護保険計画策定担当者 および 各種事業の担当者 ならびに 委託先の関係者。
※申込みは市町村の代表の方1名が窓口となり、行ってください（複数課や委託先からの申込み
は不可）。

※以下のような形で受講することは可能です。
　▶各回で受講者（課）が異なる
　▶複数課が一緒に視聴する
　▶市担当者と事業委託先（地域包括支援センター、社会福祉協議会、

在宅医療コーディネーター　など　　 ）が一緒に視聴する
※複数課（関係者）が一緒に視聴する場合も、視聴は1市町村1端末でお願いします。

受講対象者

•講習／演習を含め、すべてZoomで実施します。 
※ZoomのURLは、セミナー実施2日前までに本セミナーの受託事業者から案内します。
※講座欠席者および動画視聴希望者へは、講座終了後、一定期間を経た時点で講義動
画のアーカイブ配信を実施します。

実施方法

募集定員

•300市町村
※申込み多数の場合は、抽選となります。
※申込み状況により、定員を超えて受け入れる場合もあります。
※申込み期間終了後の申込みはできません。

受講費
埼玉県内の市町村：無料
埼玉県外の市町村：全10回 11,000円（税込）

カリキュラム

４つのポイント

制度改正の
動向に対する
理解の促進

これまでの
各種事業の設計
および進捗管理の

振り返り

第9期計画の
考え方の整理

事業マネジメントの
基本的考え方・
進め方に対する
理解の促進

オンラインならではの

メリット

希望者に対し、
アーカイブ映像を
講義終了後に配信

＋
課題解決に

市町村の抱える＝

※10回分の一括申込みとなっています。

※アーカイブ配信は受講決定となった方が
対象となります。

※アーカイブ配信のみの申込みはできません。
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　▶各回で受講者（課）が異なる
　▶複数課が一緒に視聴する
　▶市担当者と事業委託先（地域包括支援センター、社会福祉協議会、

在宅医療コーディネーター　など　　 ）が一緒に視聴する
※複数課（関係者）が一緒に視聴する場合も、視聴は1市町村1端末でお願いします。

受講対象者

•講習／演習を含め、すべてZoomで実施します。 
※ZoomのURLは、セミナー実施2日前までに本セミナーの受託事業者から案内します。
※講座欠席者および動画視聴希望者へは、講座終了後、一定期間を経た時点で講義動
画のアーカイブ配信を実施します。

実施方法

募集定員

•300市町村
※申込み多数の場合は、抽選となります。
※申込み状況により、定員を超えて受け入れる場合もあります。
※申込み期間終了後の申込みはできません。

受講費
埼玉県内の市町村：無料
埼玉県外の市町村：全10回 11,000円（税込）

カリキュラム

４つのポイント

制度改正の
動向に対する
理解の促進

これまでの
各種事業の設計
および進捗管理の

振り返り

第9期計画の
考え方の整理

事業マネジメントの
基本的考え方・
進め方に対する
理解の促進

オンラインならではの

メリット

希望者に対し、
アーカイブ映像を
講義終了後に配信

＋
課題解決に

市町村の抱える＝

※10回分の一括申込みとなっています。

※アーカイブ配信は受講決定となった方が
対象となります。

※アーカイブ配信のみの申込みはできません。
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「事業マネジメント担当者向けセミナー」のご案内

川越 雅弘

研修カリキュラム企画・開発／講師
埼玉県立大学大学院／研究開発センター 教授

　介護保険事業計画において、第6期以降、特に求められるように
なっているのが、「地域包括ケア」です。医療・介護・予防・住まい・
生活支援を一体的に提供する体制づくりに当たっては、国の施策動
向を把握するのはもちろん、関係機関や住民と連携・協力しながら、
地域における資源の現状を把握したうえで、各種サービスの体制整
備、在宅医療・介護連携、認知症施策などを推進していく―といっ
た取組が欠かせません。
　今回、こうした実務に当たる市町村の事業マネジメント担当者に
向け、事業マネジメント力の強化を目指すセミナーを開催いたします。
　講師を務めるのは、埼玉県立大学研究開発センター教授の川越
雅弘。全国の市町村・都道府県において、在宅医療・介護連携推
進事業や認知症支援策、生活支援体制整備事業などの事業展開を
支援してきた経験、知見を踏まえた実践的な内容です。

講義と演習で実践的に学ぶ

半日講習（13 : 30～16 : 30）×全10回

Zoomによるオンラインセミナー

6

7

8

9

10

地域包括ケアの深化／国の施策動向

事業マネジメントの
基本的考え方と進め方

介護予防事業に関する
制度改正を振り返る

認知症施策に関する
制度改正を振り返る

在宅医療・介護連携推進事業に関する
制度改正を振り返る

介護保険計画に期待される役割と
その変遷を振り返る

生活支援体制整備に関する
制度改正を振り返る

調査の設計とその活用方法の
基本を学ぶ

地域ケア会議に関する
制度改正を振り返る

第9期計画の対策と
評価方法を共有してみよう！

7/7

7/14

7/21

8/4

8/18

木

木

木

木

木

8/25

9/8

9/22

10/13

10/27

木

木

木

木

木

詳しくは中面へ

開催月日 講義内容 開催月日 講義内容

事業マネジメント力を
高めよう！

申込み期間

第9期 介護保険事業計画 の
策定に向けて

アーカイブ配信全
10
回

講義については

もご用意いたします。

受講のお申し込みについては、埼玉県立大学 研究開発センターホームページの申し込みフォームにアクセ
スし、必要事項をご登録ください。

●埼玉県立大学 研究開発センター ホームページ

https://www.spu.ac.jp/research/centers/tabid848.html
申込み期間 2022年6月8日（水）～2022年6月20日（月）

＊申込み期間終了後、受講の可否に関わらず、申込みされたすべての市町村にメールでご連絡します。

＊その際に、受講決定となった埼玉県外からお申し込みの市町村へは、埼玉県立大学研究開発センターより
受講費のお支払いについてメールでご案内します（お支払い期限は、7月1日（金）の予定です）。

▶本セミナーに関する問い合わせ先

埼玉県立大学 研究開発センター
TEL: 048-973-4362（平日9:00～16:00まで）　メールアドレス： Research_c@spu.ac.jp

●申込み受付、受講決定、受講費 に関すること

●受講決定後の問い合わせ先（セミナー運営、アーカイブ配信に関すること）
株式会社 東京法規出版 オンラインセミナー事務局（受託事業者）

※欠席のご連絡は、こちらにお願いします。
TEL： 03-5977-0350（平日9:00～17:00まで）　メールアドレス： order@tkhs.co.jp

＊申込みフォームに入力いただいた内容は、本事業の受託事業者（㈱東京法規出版）に提供します。その後、受託事業者から、研修用Zoomア
ドレスや研修資料の送付、アーカイブ配信のご案内などについて、連絡させていただきます。
＊お申し込み時に登録された個人情報は、埼玉県立大学「個人情報保護に関する方針（プライバシーポリシー）」及び㈱東京法規出版「個人情
報保護方針」に基づき、本セミナー及び今後のセミナー改善の目的のためにのみ使用します。

水2022年6月8日 6月20日～

カリキュラム ※個別日程でのお申込みはできません。 ※アーカイブ配信は受講決定となった方が対象となります。
※アーカイブ配信のみの申込みはできません。

月

セミナーお申込み方法

主催： 埼玉県立大学 研究開発センター
 地域包括ケアマネジメント支援部門

後援：埼玉県


